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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　ユーザにより入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度を登録
する手段と、を有することを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項２】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　外部機器から入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度を登録
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する手段と、を有することを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項３】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　ユーザにより入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度から成
る第１情報群を登録する手段と、
　外部機器から入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度から成
る第２情報群を登録する手段と、
　ユーザ操作で前記第１情報群と第２情報群のいずれかを採用する手段と、を有すること
を特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項４】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　ユーザにより入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度から成
る第１情報群を登録する手段と、
　外部機器から入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与された優先度から成
る第２情報群と前記第１情報群との統合整理を行う手段と、を有することを特徴とするデ
ィジタル放送記録再生装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のディジタル放送記録再生装置において、記録
済番組についてのキーワードの優先度を検出し、記録済番組の再生順を前記優先度に基づ
いて決定することを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のディジタル放送記録再生装置において、前記
検索に基づいて作成された番組のリスト又は検索後の記録実行された番組のリストを表示
する際に、検索番組又は記録済番組についてのキーワードの優先度を検出し、番組の提示
順を前記優先度に基づいて決定することを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項７】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　前記キーワードを外部から入力して登録する手段と、を有することを特徴とするディジ
タル放送記録再生装置。
【請求項８】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
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置において、
　登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手
段と、
　記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその
旨のメッセージをユーザに提示する手段と、
　ユーザ入力に基づいて前記キーワードを登録する手段と、
　前記登録されたキーワードを外部に出力する手段と、を有することを特徴とするディジ
タル放送記録再生装置。
【請求項９】
　ディジタル放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、こ
の記録したディジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装
置において、記録された番組の再生に際して、その再生完了時刻を算出するとともに現在
時刻から前記再生完了時刻までの間に登録キーワードに関連する番組が放送されるかどう
かを判断し、放送される番組が存在すると判定した場合に、記録番組の再生中に前記登録
キーワードに関連する番組が放送される旨のメッセージをユーザに提示するように構成さ
れることを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のディジタル放送記録再生装置において、前記メッセージの表示に対し
て再生許可を示す操作がユーザによってなされたときに、記録番組の再生を行うように構
成されることを特徴とするディジタル放送記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  この発明は、放送波を受信して番組を録画するディジタル放送記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、衛星を用いたディジタル放送受信システムにおいては、ディジタル信号圧縮技
術を用いて映像・音声信号を圧縮するとともに、複数番組の映像・音声ディジタル信号を
時分割多重したストリーム（トランスポートストリーム）をトランスポンダ（衛星中継器
）を経由して放送を行っている。一方、このようなディジタル放送を受信する放送受信装
置は、アンテナを通して受け取ったディジタル放送の複数のトランスポンダのなかから一
つをチューナによって選択し、この一つのトランスポンダに含まれる複数のチャンネルの
うち一つをデマルチプレクス処理によって選択し、この選択したチャンネルのディジタル
信号をデコードすることによって映像・音声信号を出力するようになっている。
【０００３】
　ところで、従来より、予約した番組が開始される時刻になると自動的に予約チャンネル
を設定して受信した番組を記録することが行われている。そして、上述したディジタル放
送を受信する放送受信装置においては、ディジタル放送波に重畳されている番組情報と、
ユーザにより予め入力されたキーワードとを比較し、前記キーワードを番組情報に含む番
組を自動選択し、自動録画することが可能になっている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－２６８４８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、記録された番組の数が多くなると、ユーザーがそれらの番組を視聴しよ
うとする際、単純にキーワード毎の順序で視聴する、或いは放送された順に視聴するだけ
では、最も視聴したいと思われる番組が後回しにされる可能性がある。また、実時間で見
るべきものをうっかり見逃してしまう場合もある。更に、ユーザーが登録したキーワード
と友人がその所有する放送受信装置に設定しているキーワードとが異なっている場合、或
いは記録された番組を再生した日時が実際の放送日時から随分と過ぎている場合は、友人
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同士の番組に関する話題が合わなくなることも予想される。
【０００５】
　この発明は、上記の事情に鑑み、ユーザに一層の利便性を与えることができるディジタ
ル放送記録再生装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明のディジタル放送記録再生装置は、上記の課題を解決するために、ディジタル
放送波を受信し復調して得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したデ
ィジタルデータを処理して映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、
登録されたキーワードに関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段
と、記録番組の再生中に前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にそ
の旨のメッセージをユーザに提示する手段と、ユーザにより入力されたキーワード及び各
キーワードに対して付与された優先度を登録する手段と、を有することを特徴とする。
【０００７】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、登録されたキーワードに
関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段と、記録番組の再生中に
前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその旨のメッセージをユー
ザに提示する手段と、外部機器から入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与
された優先度を登録する手段と、を有することを特徴とする。
【０００８】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、登録されたキーワードに
関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段と、記録番組の再生中に
前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその旨のメッセージをユー
ザに提示する手段と、ユーザにより入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与
された優先度から成る第１情報群を登録する手段と、外部機器から入力されたキーワード
及び各キーワードに対して付与された優先度から成る第２情報群を登録する手段と、ユー
ザ操作で前記第１情報群と第２情報群のいずれかを採用する手段と、を有することを特徴
とする。
【０００９】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、登録されたキーワードに
関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段と、記録番組の再生中に
前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその旨のメッセージをユー
ザに提示する手段と、ユーザにより入力されたキーワード及び各キーワードに対して付与
された優先度から成る第１情報群を登録する手段と、外部機器から入力されたキーワード
及び各キーワードに対して付与された優先度から成る第２情報群と前記第１情報群との統
合整理を行う手段と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　これら構成のディジタル放送記録再生装置において、記録済番組についてのキーワード
の優先度を検出し、記録済番組の再生順を前記優先度に基づいて決定するように構成され
ていてもよい。また、前記検索に基づいて作成された番組のリスト又は検索後の記録実行
された番組のリストを表示する際に、検索番組又は記録済番組についてのキーワードの優
先度を検出し、番組の提示順を前記優先度に基づいて決定してもよい。
【００１１】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
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得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、登録されたキーワードに
関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段と、記録番組の再生中に
前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその旨のメッセージをユー
ザに提示する手段と、前記キーワードを外部から入力して登録する手段と、を有すること
を特徴とする。
【００１２】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、登録されたキーワードに
関連する番組を自動的に検索して当該番組の自動記録を行う手段と、記録番組の再生中に
前記登録されたキーワードに関連する番組が放送される場合にその旨のメッセージをユー
ザに提示する手段と、ユーザ入力に基づいて前記キーワードを登録する手段と、前記登録
されたキーワードを外部に出力する手段と、を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、この発明のディジタル放送記録再生装置は、ディジタル放送波を受信し復調して
得られるディジタルデータを記録するとともに、この記録したディジタルデータを処理し
て映像音声の再生を行うディジタル放送記録再生装置において、記録された番組の再生に
際して、その再生完了時刻を算出するとともに現在時刻から前記再生完了時刻までの間に
登録キーワードに関連する番組が放送されるかどうかを判断し、放送される番組が存在す
ると判定した場合に、記録番組の再生中に前記登録キーワードに関連する番組が放送され
る旨のメッセージをユーザに提示するように構成されることを特徴とする。かかるディジ
タル放送記録再生装置において、前記メッセージの表示に対して再生許可を示す操作がユ
ーザによってなされたときに、記録番組の再生を行うように構成されていてもよい。
 
【発明の効果】
【００１４】
  この発明によれば、記録済番組（録り溜めた番組）の数が増大しても、その中からどの
番組を優先的に見ればよいかの判断が容易になる。友達や知人同士において、放送番組に
関する話題が同期しなくなるという心配がなくなる。記録済番組（録り溜めた番組）の視
聴ばかりで、実時間で見るべき放送番組をうっかり見逃してしまうという心配がなくなる
等の諸効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
  以下、この発明の実施形態のディジタル放送記録再生装置を図１乃至図４に基づいて説
明するが、ここではＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ  Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル
放送を視聴する場合を例にとって説明する。
【００１６】
　アンテナ１は、屋外において所定の方向に向けて配置されており、ＢＳから送られてく
るディジタル放送波を受信する。このアンテナ１は、一般に周波数変換器を備え、受信／
周波数変換した信号をチューナ２に与える。
【００１７】
  チューナ２は、受信した高周波ディジタル変調信号のうちから特定周波数の信号を取り
出す。すなわち、ディジタル放送の複数のトランスポンダのなかから一つを選択する処理
を行う。また、チューナ２は、復調回路、逆インタリーブ回路、誤り訂正回路などを備え
ることにより、選択したディジタル変調信号を復調してトランスポートストリームを出力
する。
【００１８】
　スイッチ５はチューナ２から出力されるトランスポートストリームとストリーム記録再
生部４から出力されるトランスポートストリームのいずれかをシステムコントローラ１７
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の指令に従って選択して出力する。
【００１９】
　ストリーム記録再生部４は、チューナ２から出力されるトランスポートストリームをシ
ステムコントローラ１７の指令に基づいてＨＤＤ（ハードディスクドライブ）レコーダ６
に記録する。また、ストリーム記録再生部４は、システムコントローラ１７から再生指示
された番組のトランスポートストリームを読み出してスイッチ５に供給する。
【００２０】
　デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３は、スイッチ５を経て得られるトランスポートスト
リームを、ＭＰＥＧ２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｐｅ２
）のビデオストリーム、オーデイオストリーム、およびＰＳＩ／ＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ  
Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
）に分離し、ビデオストリーム及びオーデイオストリームをＡＶデコーダ７に供給し、Ｐ
ＳＩ／ＳＩをシステムコントローラ１７に供給する。なお、トランスポートストリームに
は複数のチャンネルが多重化されており、このなかから任意のチャンネルを選択するため
の処理は、前記ＰＳＩ／ＳＩから任意のチャンネルがトランスポートストリーム中でどの
パケットＩＤ（ＰＩＤ）で多重化されているかといったデータを取り出すことで可能とな
る。また、トランスポートストリームの選定（トランスボンダの選定）もＰＳＩ／ＳＩの
情報に基づいて行うことができる。更に、ＳＩには、番組情報（番組内容、番組開始時刻
、番組継続時間、ジャンルコード等）が含まれている。
【００２１】
  ＡＶデコーダ７は、ビデオストリームに対してデコードを行うビデオデコーダ及びオー
ディオストリームに対してデコードを行うオーディオデコーダを備える。ビデオデコーダ
は、入力された可変長符号を復号して量子化係数や動きベクトルを求め、逆ＤＣＴ変換や
動きベクトルに基づく動き補償制御などを行う。オーディオデコーダは、入力された符号
化信号を復号して音声データを生成する。
【００２２】
  映像処理回路８は、ＡＶデコーダ７から映像データを受け取ってＤ／Ａ変換を行い、例
えばＮＴＳＣフォーマットのコンポジット信号に変換する。音声信号処理回路９は、ＡＶ
デコーダ７から出力された音声データを受け取ってＤ／Ａ変換を行い、例えば右（Ｒ）音
のアナログ信号および左（Ｌ）音のアナログ信号を生成する。
【００２３】
  映像出力回路１０及び音声出力回路１１は出力抵抗や増幅器等を備えて成る。ＡＶ出力
端子１２には出力部（左右音声出力端子等や映像出力端子のセット）が設けられており、
この出力部には、ディスプレイやスピーカを備えるモニタ１４が映像／音声コード１３に
よって接続される。
【００２４】
  ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）回路１９は、システムコントローラ１７から出
力指示された文字情報や色情報に基づくビットマップデータを加算器２０に出力する。加
算器２０は前記ビットマップデータに基づく映像を受信映像に組み込む処理を行う。上記
ＯＳＤ回路１９により、システムコントローラ１７が受け取ったＳＩに基づくＥＰＧ（Ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃ  Ｐｒｏｇｒａｍ  Ｇｕｉｄｅ）画面表示、メニュー画面表示、録画
処理に関するリスト表示などが実現される。
【００２５】
　リモコン送信機１５は、当該放送受信装置３０に指令を送出するための送信機である。
このリモコン送信機１５に設けられたキーを操作すると、そのキーに対応した指令を意味
する信号光（リモコン信号）が図示しない発光部から送出される。リモコン受光器１６は
、前記リモコン送信機１５のキーが操作されたときに出力される信号光を受光し、これを
電気信号に変換してシステムコントローラ１７に与える。
【００２６】
  メモリ（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭなど）１８には、
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ＥＰＧ等に利用される番組情報（番組内容、番組開始時刻、番組継続時間、ジャンル情報
等）、録画予約情報、キーワード、各キーワードの優先度などがシステムコントローラ１
７の処理によって格納される。
【００２７】
　カードＩＦ（インターフェイス）２１は、システムコントローラ１７の指示に基づき、
装填された外部カード２２から情報を読み出し、この情報をシステムコントローラ１７に
与える。システムコントローラ１７は、前記情報がキーワード及びそれについての優先度
である場合、かかる情報をメモリ１８に格納する。また、カードＩＦ（インターフェイス
）２１は、システムコントローラ１７の指示に基づき、前記メモリ１８から読み出された
キーワード及びそれについての優先度を、装填されている外部カード２２に書き込む。
【００２８】
  次に、システムコントローラ１７による番組録画制御及びその関連制御について説明し
ていく。
【００２９】
　前記キーワードの登録を行うときには、ユーザはリモコン送信機１５を用いて例えばメ
ニュー画面の表示を指示する。システムコントローラ１７は、メニュー画面の表示指示を
受けると、ＯＳＤ機能を用いてメニュー画面を表示する。メニュー画面には例えば「キー
ワード登録」といった項目が設けられおり、この項目がリモコン送信機１５の操作で選択
決定されると、その決定を受けてシステムコントローラ１７はＯＳＤ機能を用いてキーワ
ード登録のためのキーワード登録画面（例えばキーワード一覧表）を表示する。
【００３０】
　ユーザーはリモコン送信機１５の矢印キー（十字キー）を操作し、前記登録画面上でカ
ーソルを所望のキーワードの箇所に移動させ、決定キーを押下する。システムコントロー
ラ１７は前記決定キーが押下されたところのキーワードをメモリ１８に登録する。
【００３１】
　システムコントローラ１７はメモリ１８に格納されている番組情報を検索し、前記登録
されたキーワードに関連する番組（例えば、キーワードを番組名や番組内容に含む番組）
を定期的に検索し、番組が検出された場合にはその放送開始時刻などを予約番組情報とし
てメモリ１８に書き込む。また、システムコントローラ１７は、メモリ１８に書き込まれ
ている次に実行すべき予約番組情報を順次読み出す処理を行い、時刻を監視する。システ
ムコントローラ１７は、予約番組の放送開始時刻の到来を判断すると、チューナ２に対し
てチューニング情報を与えると共に、ストリーム記録再生部４にトランスポートストリー
ムの記録を指示する。ストリーム記録再生部４はＨＤＤレコーダ６に対してＨＤＤ制御信
号を出力し、受信ストリームの記録を行わせる。
【００３２】
　以上により、ユーザーが登録した複数のキーワードに関連する番組が自動的に検索され
て記録されることになる。更に、システムコントローラ１７は、以下に示す処理を実行す
る。
【００３３】
　（１）登録キーワードの優先度の入力或いは変更を行うときには、ユーザはリモコン送
信機１５を用いて例えばメニュー画面の表示を指示する。システムコントローラ１７は、
メニュー画面の表示指示を受けると、ＯＳＤ機能を用いてメニュー画面を表示する。メニ
ュー画面には例えば「登録キーワード一覧」といった項目が設けられており、この項目が
リモコン送信機１５の操作で選択決定されると、その決定を受けてシステムコントローラ
１７は登録キーワードをメモリ１８から読み出し、ＯＳＤ機能を用いて一覧画面を表示す
る。この画面には、各キーワードの表示箇所に優先度表示枠が設けられている。ユーザは
リモコン送信機１５の矢印キー（十字キー）を操作し、前記画面上でカーソルを所望の優
先度表示枠上に移動させ、テンキーを用いて例えば０～１００（数値が大であるほど優先
度が高いとする）までの数値を入力し、決定キーを押下する。システムコントローラ１７
は前記決定キーが押下されたところの数値を該当キーワードの優先度としてメモリ１８に
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登録する。また、前記画面には並び替えボタンが表示されており、このボタンの押下をシ
ステムコントローラ１７が検出すると、システムコントローラ１７は、前記優先度の数値
が高いもの順にキーワードを並び替える処理を行う。勿論、前記並び替えボタンの有無又
はその操作に関係なく、登録キーワード一覧において優先度の高い順にキーワードを並べ
てもよい。
【００３４】
　（２）リモコン送信機１５や受信機本体に設けられているデータ出力キーの押下又はメ
ニュー画面上のデータ出力ボタンの操作をシステムコントローラ１７が検出すると、前述
のごとく、システムコントローラ１７は、ユーザ登録されたキーワード及びそれについて
の優先度（以下、第１情報群という）を前記メモリ１８から読み出し、外部カード２２に
書き込むための処理を行う。また、リモコン送信機１５や受信機本体に設けられているデ
ータ入力キーの押下又はメニュー画面上のデータ入力ボタンの操作をシステムコントロー
ラ１７が検出すると、前述のごとく、システムコントローラ１７は、外部カード２２に格
納されている外部登録キーワード及びそれについての優先度（以下、第２情報群という）
を読み出して前記メモリ１８に書き込むための処理を行う。前記外部カード２２は例えば
友人から預かったカードであり、友人は、自分の受信機で設定した登録キーワード及びそ
れについての優先度を前記外部カード２２に登録している。従って、この場合には、第２
情報群は、友人設定のキーワード及びそれについての優先度といえる。
【００３５】
　（３）ユーザは、第１情報群と第２情報群の各々を独立にメモリ１８に格納するか、或
いは第１情報群と第２情報群を統合整理して新たなキーワード及びそれについての優先度
の登録とするかを選択することができる。システムコントローラ１７は、例えば、前記第
２情報をメモリ１８に書き込んだ後に、個別登録か統合登録かのいずれを行うのかを問う
メッセージ画面をＯＳＤ機能を用いて表示する。ユーザはリモコン送信機１５等を用いて
いずれかを選択する。システムコントローラ１７は、個別登録が選択された場合、第１情
報群と第２情報群のいずれを選択するかを問い、選択された方を以後常時採用する。或い
は、システムコントローラ１７は、キーワードによる番組予約等の処理の度に、第１情報
群と第２情報群のいずれを選択するかを問い、選択された方をその時点では採用する。
【００３６】
　前記統合整理の処理としては、重複するキーワードは纏めて一つにする処理がある。ま
た、この場合に優先度が異なるときには、ユーザ登録された方の優先度を採用する処理が
ある。或いは、第２情報群側での優先度が高い場合、ユーザ登録された方の優先度に所定
値（例えば、５等）、或いは差の半分の値を加算する処理（すなわち、友人の設定に幾分
近づける処理）を行うこととしてもよい。
【００３７】
　（４）前述の（１）の並び替えは、登録キーワード一覧の表示に際して行ったが、検索
後の記録実行された番組のリスト（記録済番組リスト）を表示する際に、番組の提示順を
前記優先度に基づいて決定するようにしてもよい。なお、記録済番組リストには、番組名
、放送日時、放送局名等の付随情報を含めてもよい。また、記録済番組リストの表示の際
、既にユーザが一度でも視聴した番組に対応しては、特定のマーキングを施すと共に、前
記付随情報の一部を削除して表示してもよいものである。
【００３８】
　（５）ユーザの操作によってＨＤＤレコーダ６による番組再生が要求されたときには、
通常は前述の記録済番組リストをＯＳＤ表示し、ユーザによって選択された番組の再生を
行うが、指定なしの再生も可能に設定されており、指定なしの再生がユーザによって選択
されたときには、システムコントローラ１７は、前記優先度の値が最も高い番組を選択し
て再生する。仮に優先度が同じである番組が存在しているときには、放送日時が前である
方の番組を優先して再生することとしてもよいものである。
【００３９】
　（６）前述の（２）の処理では、優先度を含む情報の出力／入力を行ったが、この実施
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７は、外部カード２２に格納されている外部登録キーワードだけを読み出して前記メモリ
１８に書き込むための処理を行う。また、システムコントローラ１７は、ユーザ登録され
たキーワードだけを前記メモリ１８から読み出し、外部カード２２に書き込むための処理
を行う。
【００４０】
　（７）この実施形態では、ユーザによって選択された番組の再生を行うとき、或いは、
システムコントローラ１７により自動選択された番組の再生を行うとき、システムコント
ローラ１７は、再生対象番組の前記付随情報から番組継続時間を取得し、その再生完了時
刻を算出する。更に、現在時刻から前記再生完了時刻までの間に前記キーワードに関連す
る番組が放送されるかどうかを例えば取得済みの番組情報や録画予約情報等に基づいて判
断する。放送される番組が存在すると判定した場合には、図２に示すように、記録番組の
再生時間内に前記キーワードに関連する番組が放送される旨のメッセージをＯＳＤ表示す
る。そして、この画面に表示されている「はい」と「いいえ」のボタンのうち「はい」ボ
タンが操作されたときに、記録番組の再生を行うようにしてもよいものである。また、図
３に示すように、このメッセージ画面において、「番組情報表示」のボタンを表示し、こ
のボタンが操作されたときには、図４に示すように、再生時間中に放送されることとなる
番組の情報を表示する。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】この発明の実施形態のディジタル放送記録再生装置を示すブロック図である。
【図２】表示画面例を示した説明図である。
【図３】表示画面例を示した説明図である。
【図４】表示画面例を示した説明図である。
【符号の説明】
【００４２】
  １　　アンテナ
  ２    チューナ
  ３    デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）
　４　　ストリーム記録再生部
  ５    スイッチ
　６　　ＨＤＤレコーダ
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